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★☆★ 緊急事態宣言解除 ★☆★

6月20日から「緊急事態宣言」が解除であることは、やはりほっとした気持ちになります。折しも、
暑い日が続き、熱中症対策としてマスクを外す事も必要な時期になりました。気を緩めずに感染対策
を続けながら、ワクチン接種等によりコロナウイルス感染がおさまっていくように願っています。

6月23日～25日には、５年生が泊を伴う自然学校に行く
ことができました。円山川公苑ではカッターとカヌー・カ
ヤック体験、竹野海岸でウォークラリーやキャンドル・海
水の塩づくり、竹野スノーケルセンターでスノーケルや磯
観察と盛りだくさんの2泊3日でした。2学期にもう一日、
日帰り体験をする予定です。

７月は、今年は例年通り7月20日に１学期終業式を行っ
て夏休みに入ります。丹波篠山市では、夏休みは7月21日
から8月26日までに決まっています。今年度の２学期開始
は8月27日(金)です。
夏休み中の行事等は、各学年の「夏休みのくらし」等でお知らせします。

☆★ 夏休みと言えば…東京2020オリンピック・パラリンピック？！
感染拡大につながらない開催が期待される東京オリ

ンピック・パラリンピックですが、一足お先に給食に
オリンピック・パラリンピックがやってきました。
6月21日の給食には、丹波篠山市がホストタウンと

して応援するプエルトリコ・チャイニーズタイペイ・
バハマの郷土食が登場しました。
詳しくは「６月給食だより」に載っています。
味付けは、給食で子ども達が食べやすいように工夫

されていました。子ども達も、ちょっとわくわくして
食べていましたよ。

６月の月目標は「健康や安全に
気をつけて生活しよう」でした。
西紀南小学校では、病院に搬送

するような大けがの事故はありませんでした。週の目標には、雨の日など校舎内
での過ごし方について考える内容がありましたが、天気も良く、守れていた学年も多かったようです。
コロナウイルス感染・熱中症を防ぐための取組も積極的にすすめられました。
７月は1学期が終わり夏休みに入ります。夏休みには、教科書や学習用具等をきちんと管理して、

2学期に備えてほしいですね。学校と家庭で、足並みをそろえて子どもの生きる力を育てましょう！
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「夏休み学習会（夏休み地域学習会）」をします！
学校運営協議会で「夏休み学習会」を５回開催すること

を決めました。
今年度の会場は「西紀南スポーツ21（西紀南小学校）」と

「西紀ふれあい館」の2カ所です。
午前中（9時～）に、学習 + お楽しみです。お楽しみは、

体育館でスポーツ、工作、クッキング等が計画進行中です。
詳細は、別紙にてお知らせし、申し込みを受け付けます。

お子様のご参加にご協力をお願いします。お待ちしてます！

７月～８月の行事予定
7月 1日(木) 登校指導、外掃除 21日(水) 学校運営協議会校舎・通学路点検

わかあゆ学級ドッジボール大会 22日(木) 海の日
2日(金) 委員会活動 23日(金) スポーツの日
5日(月) 朝会、がんばりタイム 26日(月) 個人懇談、夏休み学習会(ふれあい館)
8日(木) ２年豆畑見学、クラブ活動 27日(火) 個人懇談
9日(金) スクールカウンセラー来校日 29日(木) 夏休み学習会(ｽﾎﾟｰﾂ21ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ)
12日(月) 人権朝会、がんばりタイム 30日(金) 個人懇談
13日(火) きらめきタイム 8月 5日(木) 夏休み学習会(ｽﾎﾟｰﾂ21ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ)
15日(木) 登校指導、外掃除 19日(木) 夏休み学習会(ｽﾎﾟｰﾂ21ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ)
19日(月) 給食最終日、校外児童会、 20日(金) 夏休み学習会(ふれあい館)

大そうじ、下校14:25 22日(日) 美化作業
20日(火) 終業式、下校11:30 27日(金) ２学期始業式

１学期の生活アンケートの結果をお知らせします
「いじめ」はどこにでもあり、ほんの些細なことから予期せぬ方向に推移

し、命に関わる重大な事態に至ることもあります。そのため、初期段階や１
回限りであっても、学校が組織として把握し、見守り、必要に応じて指導し、
家庭と連携しながら解決につなげることが重要です。
西紀南小学校では今年度も５月末から６月に、児童対象に「いじめ(学校生

活)アンケート」と「みなみん相談週間」、保護者対象に「生活アンケート」
を実施しました。その結果と対策の概要をお知らせします。

【児 童】
「いじめられたことがある」と答えた子が低学年で2名、高学年で3名いました。早速聴き取りをした

ところ、誤解や解決済みの事案がほとんどでした。しかし、気持ちがもやもやしたまま・誤解したままで
あったので、「みなみん相談週間」で個別に悩みを聞いたり、助言したりすることは有効であったと考え
ます。
「いじめられている人を見たことがある」と答えた子が、低学年で1人いました。聴き取りをすると、

休み時間の遊びの中できつい言葉遣いをし合っている姿を見かけて、不安に感じたことでした。また、い
じめられている人を見たら、「注意する」「先生に伝える」と答える子が多くいました。休み時間、遊んで
いる時に、呼び捨てや失敗に厳しい言葉が飛んでいる様子を見て知らせてくれたのでしょう。引き続き、
人権朝会や道徳の授業で、言葉遣いについてやそういう姿を見かけたときの対処法を、低学年から考え・
実践していけるよう育てます。
【保護者】
「いじめについて話したことがない」とお答えのご家庭が約３割ありました。今後、学校から人権朝会

や道徳の授業・普段の学級の様子を学級通信でご家庭にお伝えします。ご家庭では是非それをご活用いた
だき、お子さんのくらしや困りごとがないか、いじめについても話題にしていただけたらと思います。
また、「いじめではないが、子ども同士の言葉遣いが気になる」というご意見をいただきました。言葉

遣いは､子ども達の関係づくりに重要なポイントです。学校では、授業はもちろん日々の生活の中でも、
相手を尊重する気持ちや態度が育つよう、子ども達とのコミュニケーションを大切にし、授業外の時間の
様子にも目を向け、ちょっとした変化にも気づく目を持って臨んでいきます。気になることがありました
ら、お気軽に情報提供をお願いします。


